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RoboCop - 1987 年 、図 1)や「13 ⽇の⾦曜⽇」(原題: FRIDAY THE 13TH、 1980
年)、「スター・ウォーズ エピソード 4/新たなる希望」(原題: Star Wars: Episode IV 
A New Hope、 1977 年)、「マッドマックス」(原題: Mad Max、1979 年)、「エイ
リアン」(原題: Alien、1979 年)など、とても現実味のあるものとは⾔えない、いわ





































































図 3「キャリーと⾃室のドローイング I - 2011」1976 年 



































































2 スシ・マルケス監督「ダリ-科学を追い求めた⽣涯」（ナウオンメディア(株)制作 2004 年）に収録されたダ
リの⾔葉。 
3 スシ・マルケス監督「ダリ-科学を追い求めた⽣涯」（ナウオンメディア(株)制作 2004 年）に収録されたプ
リゴジンの⾔葉。 
































図 9  増⽥将⼤「Interval of time＃2」シルクスクリーン、アクリル絵具、カンバス、⽊製パネル  180×228cm  
2016 年 



















































図 10 クロード・モネ「積みわら - 夏の終わり、朝の効果」 油彩、カンバス 60×100cm  1871 年 
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図 12 増⽥将⼤「A village of stories / 制作記録動画」堀篭宏幸 撮影  2019 年 
 


























































図 16 増⽥将⼤「A village of stories / 制作記録動画」(⼭⽥寛 撮影)  2019 年 
 








































   
 
 
4 マックス・プランクが提唱した時間の最⼩単位。1 秒÷10 の 43 乗と⾔われている。 
図 19  Momentʼs シリーズの制作「⻑野県軽井沢の乗⾺教室での撮影記録」  筆者撮影  2019 年 
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図 22  増⽥将⼤「Interverning space＃2」シルクスクリーン、アクリル絵具、カンバス、⽊製パネル  90×120cm  2017
年 































































図 24  増⽥将⼤「Momentʼs＃42」シルクスクリーン、アクリル絵具、カンバス、⽊製パネル  60×90cm  2020 年 



































図 27  東京藝術⼤学⼤学院修了展 展⽰⾵景    2016 年 































































図 31  杉本博司「劇場」作品と、増⽥将⼤「Repeats」作品の構造的違い (筆者作成) 
 30 



















































図 32  地球を回る⽉の軌道の⼆つの⾒⽅。右は空間内のものが時間変化する考え⽅で、左は時空内に不変な
螺旋状の形があると考える⾒⽅。⼀瞬⼀瞬の空間（右図）は、時空（左図）の様々な⽔平断⾯に対応
























図 33  「過去」「現在」「未来」の区別は右図の視点のみで存在し、左図の数学的構造
を観察する視点では存在しない。(マックス・テグマーク『数学的な宇宙』講談

























(原題：Somewhere in Time、1980年）、「ビルとテッドの⼤冒険」(原題：Bill & 





































7 ブラッド・スコウ著『Objective Becoming』(オックスフォード⼤学出版局 2015 年 第 6 章 The Moving 
















































図 38 「インターステラー」（原題：Interstellar、2014 年) 





















図 40 「Scattered time(ユニット１のみ可動)」 




















図 42 「Scattered time(ユニット 1、2両⽅可動)」 




















図 44 増⽥将⼤「Scattered time」Mixed media 2020 年 
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図 50 フォトショップによる時間のレイヤー(規則正しい図像が続く) (筆者作成) 





















図 52  増⽥将⼤「Momentʼs＃37」 




























































































・⼭⽥太郎「サルバドール・ダリ - ダブルイメージを発明したシュルレアリスト」『Artpedia アートペディア/ 
近現代美術の百科事典』 
・「上野の森美術館/ダリ回顧展 図録」朝⽇新聞社/フジテレビジョン、2006 年 
・「⻄洋絵画の巨匠（3）ダリ」⼩学館、2006 年 
・スシ・マルケス監督「ダリ-科学を追い求めた⽣涯」ナウオンメディア株式会社(DVD)、2004 年 







・「ハマスホイとデンマーク展」図録 東京都美術館 ⼭⼝県⽴美術館 読売新聞東京本社 2020年 
・マックス・テグマーク『数学的な宇宙 - 究極の実在の姿を求めて』講談社、2016年 
・アンソニー・ルッソジョー・ルッソ「アベンジャーズ/エンドゲーム」ウォルト・ディズニー・ジャパン株式
会社(DVD)、2019年 














・図 1 「ロボコップ」(原題: RoboCop - 1987 年) 
「ロボコップ」(DVD)ソニー・ピクチャーズエンタテインメント、2006 年 
・図 6  サルバトール・ダリ(1904 ‒ 1989 年) 
    「サルバドール・ダリ」『Artpedia アートペディア/ 近現代美術の百科事典』 
・図 7  サルバトール・ダリ「記憶の固執」 油彩、カンバス 24×33 cm  1931 年 
    「ダリ回顧展 図録」上野の森美術館出版 
・図 10 クロード・モネ「積みわら - 夏の終わり、朝の効果」 油彩、カンバス 60×100cm  1871 年 
・図 11 クロード・モネ「積みわら - 夏の終わり、朝の効果」(細部) 
    Musée d'Orsay, dist.RMN / Patrice Schmidt 
・図 23 ヴィルヘルム・ハマスホイ「室内-開いた扉、ストランゲーゼ 30 番地」 油彩、カンバス  1905 年 
       「ハマスホイとデンマーク絵画展 図録」美術出版社 
・図 30  杉本博司「劇場 - アル リンリン バラブー」ゼラチン・シルバープリント  42.3×54.2cm  1995 年 
    「BLAKES ルイーズ・ニーヴェルスン|アド・ラインハート|杉本博司」DIC川村記念美術館、2013 年 
・図32  地球を回る⽉の軌道の⼆つの⾒⽅。右は空間内のものが時間変化する考え⽅で、左は時空内に不変な螺
旋状の形があると考える⾒⽅。 
・図 33  「過去」「現在」「未来」の区別は右図の視点のみで存在し、左図の数学的構造を観察する視点では存在しない。 
マックス・テグマーク『数学的な宇宙』講談社、2016年 
・図34  「ドリフターズコント-もしもこんなそば屋があったら-」 
「ドリフ⼤爆笑 30周年記念傑作⼤全集 DVD-BOX」ポニーキャニオン、2007年 
・図38 「インターステラー」（原題：Interstellar、2014年） 
    クリストファー・ノーラン「インターステラー」ワーナー・ブラザース・ホームエンターテイメント、
2014年 
・図39  マウリッツ・コルネリス・エッシャー「凹凸」 リトグラフ 275×335cm  1955年 
        マウリッツ・コルネリス・エッシャー「M.C.エッシャー(ちいさな美術館)」⻘幻舎、2012年 




・図49 「インターステラー / 四次元超⽴⽅体セット」ワーナーブラザースエンターテインメント社、パラマウ
ントピクチャーズ 全著作権所有、2014年 
    クリストファー・ノーラン「インターステラー」(DVD)ワーナー・ブラザース・ホームエンターテイ
メント、2014年 
 
